
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で「
糟
屋
郡
須
恵
村
」

の
検
索
を
続
け
ま
す
。

　『
軍
事
警
察
雑
誌
』14
巻
12
号

（
１
９
２
０
年〔
大
正
９
年
〕12
月

10
日
発
行
）が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

軍
事
警
察
と
は
軍
隊
の
中
の
警
察
、

つ
ま
り
憲
兵（
英
語
で
は
ミ
リ
タ

リ
ー
ポ
リ
ス
、略
し
て
Ｍ
Ｐ
）を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　
記
事
は「
尼
港
殉
難
憲
兵
遺
族

贈
与
金（
第
四
回
）」と
題
す
る
も

の
で
、
総
額
１
９
４
円
29
銭
の
募

金
が
集
ま
っ
た
の
で
、
14
勇
士
の

各
遺
族
に
平
等
に
分
割
し
て
贈
与

し
た
、
と
い
う
報
告
で
す
。
遺
族

は
全
国
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま

す
が
、
福
岡
県
に
２
人
い
て
、
そ

の
内
１
人
が
須
恵
村
の
人
で
し
た
。

「
尼
港
事
件
」と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
私
も
詳
細
は
知

ら
ず
、
ま
し
て
現
在
の
須
恵
町
出

身
の
軍
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と

は
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の「
尼
港
事

件
」の
冒
頭
部
分
を
引
い
て
お
き

ま
す
。（
注
記
や
外
国
語
表
記
は
外

し
ま
し
た
）

「
尼
港
事
件（
に
こ
う
じ
け
ん
）

は
、
ロ
シ
ア
内
戦
中
の
１
９
２
０

年（
大
正
９
年
）３
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
に
あ

る
日
本
人
統
治
状
態
に
あ
っ
た
ニ

コ
ラ
エ
フ
ス
ク（
尼
港
、現
在
の
ニ

コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
）

で
発
生
し
た
、
赤
軍
パ
ル
チ
ザ
ン

に
よ
る
大
規
模
な
住
民
虐
殺
事
件
。

尼
港
虐
殺
事
件
や
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス

ク
事
件
と
も
い
う
。」

　
１
９
１
４
年（
大
正
３
年
）に

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、

１
９
１
８
年（
大
正
７
年
）の
ベ
ル

サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
終
結
し
ま

す
。
戦
争
の
最
中
、
１
９
１
７
年

（
大
正
６
年
）に
ロ
シ
ア
帝
国
で

革
命
が
起
き
ま
し
た
。
レ
ー
ニ

ン
に
率
い
ら
れ
た
ロ
シ
ア
革
命
で

す
。
ロ
シ
ア
国
内
は
共
産
主
義
者

側
の
赤
軍
と
そ
れ
に
反
対
す
る

白
軍
と
の
内
戦（
１
９
１
８
年
～

１
９
２
０
年
）に
陥
り
ま
し
た
。

　
連
合
国
側
に
立
っ
た
日
本
は
他

国
と
協
調
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
革
命

へ
の
干
渉
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

も
と
、
日
本
が
統
治
す
る
ニ
コ
ラ

エ
フ
ス
ク
に
、
赤
軍
の
パ
ル
チ
ザ

ン（
非
正
規
軍
）が
攻
め
込
ん
で
住

民
を
虐
殺
し
た
と
い
う
の
が「
尼

港
事
件
」で
す
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

は
住
民
６
０
０
０
人
以
上
が
殺
さ

れ
、
日
本
人（
日
本
人
居
留
民
、
日

本
領
事
一
家
、
駐
留
日
本
軍
守
備

隊
）の
犠
牲
者
は
７
３
１
人
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ

る
と
、「
日
本
軍
の
ニ
コ
ラ
エ
フ

ス
ク
駐
留
は
、
１
９
１
８
年
９
月

海
軍
陸
戦
隊
の
上
陸
に
始
ま
っ

た
。
同
月
の
う
ち
に
陸
戦
隊
は
、

陸
軍
第
12
師
団
の
一
部
と
交
代

し
、
１
９
１
９
年
５
月
第
14
師
団

の
部
隊
が
交
代
し
た
。
ま
た
海
軍

は
、
航
行
可
能
な
夏
期
に
は
ニ
コ

ラ
エ
フ
ス
ク
を
根
拠
に
沿
岸
警
備

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
無
線
電
信

隊
を
常
駐
さ
せ
て
い
た
。」

と
し
て
い
ま
す
。
第
12
師
団
は
小

倉
、
第
14
師
団
は
宇
都
宮
の
部
隊

で
す
。
一
個
師
団
に
は
四
個
連
隊

が
所
属
し
、
第
12
師
団
は
小
倉
歩

兵
第
14
連
隊
、
同
第
47
連
隊
、
福

岡
歩
兵
第
24
連
隊
、
久
留
米
歩
兵

第
48
連
隊
か
ら
成
っ
て
い
ま
し
た
。

糟
屋
郡
出
身
の
兵
士
は
第
24
連
隊

に
動
員
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、『
大
正

七
八
年
浦
潮
派
遣
軍
　
第
十
二
師

団
忠
勇
美
譚
』（
１
９
２
０
年
）に

よ
る
と
、第
12
師
団
は
第
47
連
隊
・

第
72
連
隊
・
第
14
連
隊
・
第
24
連
隊

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
72
連

隊
は
大
分
駐
屯
の
部
隊
で
す
。
連

隊
は
三
個
大
隊
か
ら
成
り
ま
す
が
、

第
72
連
隊
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
で
第

１
大
隊
が
全
滅
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）。
こ

れ
も『
第
十
二
師
団
忠
勇
美
譚
』で

は
全
滅
し
た
の
は
第
３
大
隊（
田

中
大
隊
）で
戦
死
者
１
６
２
人
、他

に
戦
死
者
は
、森
山
小
隊
が
58
人
、

香
田
小
隊
が
45
人
の
計
２
６
５
人
。

ま
た
西
川
砲
兵
中
隊
が
35
人
で
、

総
計
３
０
０
人
が
戦
死
し
て
い
ま

す
。「
生
存
者
は
僅
か
に
歩
兵
重
傷

者
五
名
」と
第
12
師
団
長
が
書
き

残
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に

要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
７
は

大
正
７
年
、
Ｄ
は
師
団
の
略
。「
大

７
、８
、８
か
ら
同
８
、７
、９
の
間

連
隊
は
臨
時
編
成
第
12
Ｄ
に
属
し 

西シ

比ベ

利リ

亜ア

に
出
兵
。
露ロ

西シ

亜ア

革
命

後
の
東
洋
平
和
の
恢か

い

復ふ
く

と
チ
ェ
コ

義
勇
軍
５
万
の
救
援
を
目
的
と
し
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浦
塩〔
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
〕か
ら

ブ
ラ
ゴ
エ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
亘
り
討

伐
、鉄
道
警
備
に
当
る
。」（『
偕
行
』

４
４
９
号
）。
こ
の
よ
う
に
シ
ベ
リ

ア
出
兵
は
福
岡
出
身
の
兵
士
た
ち

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
尼
港
事
件
」に
戻
る
と
、
尼
港

戦
死
者
14
人
は
、憲
兵
少
尉
１
人
、

憲
兵
特
務
曹
長
２
人
、
憲
兵
曹
長

１
人
、憲
兵
伍
長
10
人
で
あ
り
、そ

の
中
の
１
人
が
須
恵
村
出
身
の
Ｓ

憲
兵
伍
長
で
す（
本
稿
で
は
匿
名
に

し
ま
し
た
）。
そ
れ
ぞ
れ
死
後
一
階

級
を
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　『
軍
事
警
察
雑
誌
』掲
載
の「
西

比
利
亜
憲
兵
史
　
尼
港
憲
兵
ノ
最

後
」に
よ
る
と
、
尼
港
に
駐
在
し

て
い
た
の
は
沿
黒
龍
憲
兵
隊
尼
港

憲
兵
分
隊
で
す
。
沿
黒
龍
は
黒

龍
江（
ロ
シ
ア
名
、
ア
ム
ー
ル
川
）

に
沿
っ
た
地
域
の
意
味
で
し
ょ

う
。
黒
龍
江
は
結
氷
し
て
い
た
も

の
の
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
活
発
化
で

交
通
が
途
絶
し
、
分
隊
長
飯
島
憲

兵
中
尉
は
現
地
に
赴
任
し
な
い
ま

ま
事
件
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
１
９
２
０
年
１
月
27
日
以
来
、

尼
港
は
敵
軍
に
包
囲
さ
れ
、
２
月

６
日
に
は
無
線
電
信
所
が
破
壊
さ

れ
、
尼
港
派
遣
隊
と
外
部
と
の
無

線
通
信
も
途
絶
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
11
日
に
攻
撃
を
開
始
し
、

両
軍
激
戦
の
中
、
憲
兵
分
隊
は
救

援
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
15
日
ま

で
に
全
員
が
戦
死
し
た
の
で
し
た
。

報
告
書
は「
真ま

こ
と

に
我わ

が

武
士
道
ノ
花
」

と
言
う
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い

ま
す
。

　『
官
報
』２
３
６
８
号
に
よ
る
と
、

１
９
２
０
年（
大
正
９
年
）５
月
12

日
、
Ｓ
憲
兵
伍
長
ら
10
人
に「
大
正

四
年
乃な

い

至し

九
年
戦
役
ノ
功
ニ
依
リ

功
七
級
金
鵄
勲
章
並な

ら
びニ

年
金
百
円

及
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
ヲ
授
ケ
賜

フ
」の
辞
令
が
出
ま
し
た
。

　『
官
報
』２
３
８
１
号
に
も
陸
軍

省
が
発
表
し
た「
戦
地
其
他
死
亡

者
」が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
Ｓ
憲
兵

伍
長
は「
三
月
十
二
日
沿
海
州
ニ

コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
ニ
於
テ
戦
死
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ「
福
島

県
糟
屋
郡
須
恵
村
」と
県
名
に
誤

記
が
あ
る
の
が
残
念
で
す
。
こ
の

誤
記
は
他
の
本
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
後
に
、『
官
報
』

２
３
８
４
号
が
福
島
県
は
福
岡
県

の
誤
植
と
し
て
訂
正
記
事
を
載
せ

て
い
ま
す
。

　『
官
報
』２
４
２
１
号
に
さ
ら
に

続
報
が
あ
り
、
Ｓ
憲
兵
伍
長
の
功

に
よ
り
、
遺
族
に
は
１
２
０
０
円

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
同
伍
長
の
没
後
10
年
に
至

り
、『
軍
事
警
察
雑
誌
』24
巻
４
号

（
１
９
３
０
年〔
昭
和
５
年
〕４
月

10
日
発
行
）に
、久
留
米
憲
兵
隊
長

難
波
大
佐
が
墓
参
を
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。〔
　
〕内
は
付

記
。

　
久
留
米
憲
兵
隊
長
難
波
大
佐
は

一
月
二
十
三
日
来
、隊
下
各
分
隊
、

分
遣
隊
初
度
巡
視
の
途
に
就
か

れ
、
其
の
最
終
日
二
月
八
日
属
員

一
名
及
福
岡
憲
兵
分
隊
長
河
本
大

尉
を
随
へ
、
新
原
分
駐
所
の
巡
視

を
施
行
せ
ら
る〔
新
原
に
憲
兵
の

分
駐
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
〕。
巡
視
終
了
後
午
後
四
時
旧

部
下
に
し
て
、
曾
て
尼
港
事
件
の

際
、
壮
烈
な
る
最
期
を
遂
げ
た
故

陸
軍
憲
兵
伍
長
勲
八
等
功
七
級
Ｓ

氏
の
墓
に
参
拝
せ
ら
れ
る
事
と
な

り
、私〔
一
下
士
と
匿
名
を
称
し
て

い
ま
す
〕も
之
れ
に
随
行
す
る
の

栄
に
浴
し
た
。

　
墓
は
分
駐
所
を
距さ

る
約
二
十
町
、

須
恵
村
の
北
方
小
丘
松
林
共
同
墓

地
中
に
あ
り
。
途
中
隊
長
は
Ｓ
氏

の
檀
那
寺
に
香
華
料
一
封
を
献
ぜ

ら
れ
、
故
人
の
霊
の
供
養
を
依
託

せ
ら
れ
、
当
時
同
寺
住
職
他
行
不

在
の
為
め
同
村
区
長
西
郷
氏
の
案

内
に
て
墓
前
に
到
り
、
香
を
捧
げ

一
同
参
詣
し
た
る
が
、
隊
長
は
特

に
懐
旧
の
情
に
堪
へ
ざ
る
も
の
の

如
く
、
墓
碑
に
正
面
し
て
静
か
に

口
を
開
か
れ
た
。

　
　
要
　
　
旨

　
大
正
七
年
八
月
西シ

伯ベ

利リ
ア

の
風

雲
急
を
告
げ
、
第
十
二
師
団
に
動

員
を
令
せ
ら
る
る
や
、
難
波
は
第

十
二
師
団
憲
兵
長
と
し
て
部
下

二
十
五
名
を
率
ゐ
、
遠
く
西
伯
利

に
出
征
し
た
。
当
時
の
西
伯
利
出

征
は
連
合
国
と
の
共
同
出
兵
に
し

て
、
我
軍
の
一
挙
手
一
投
足
は
直

に
列
国
に
反
響
し
、
国
軍
の
声
望

威
信
を
終
始
し
、
延ひ

い
て
国
際
関

係
等
惹
起
す
る
虞お

そ

れ
が
あ
る
為
め
、

長
は
兎
も
角
、
選
ば
れ
た
憲
兵
は

人
格
手
腕
語
学
等
を
考
慮
し
た
る
、

実
に
粒
選
り
の
精
兵
で
あ
つ
た
事

は
勿
論
で
、
君
は
体
躯
矮
小
な
り

し
も
胆
力
あ
り
学
識
あ
り
、
而し

か

し

て
軍
務
に
熱
心
、精
励
努
力
、実
に

他
兵
の
模
範
に
し
て
、
特
に
英
語

に
は
特
有
の
技
能
を
有
し
て
居
た

の
で
あ
る
が
、
大
正
七
年
十
二
月

某
国
将
校
が
日
本
人
に
対
し
傷
害

を
加
へ
た
る
事
件
の
際
は
、
通
事

〔
通
訳
の
こ
と
〕と
し
て
憲
兵
長
の

職
務
遂
行
を
容
易
な
ら
し
め
た
事

等
は
難
波
が
忘
れ
得
ざ
る
処
で
あ

る
。
其
の
間
君
は
過
激
派
残
党
の

捜
索
、独ド

　イ
ツ逸

諜
報
機
関
の
排
防
、某

国
の
排
日
的
行
動
調
査
等
に
熱
心

従
事
し
居
た
る
が
、
大
正
八
年
四

月
難
波
が「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」を
引

揚
げ
浦
塩
派
遣
軍
憲
兵
隊
司
令
部

に
転
ず
る
時
に
、
特
に
優
秀
な
る

者
三
名
を
同
地
に
残
す
事
と
な
り
、

君
と
伊
藤
与
四
郎
、
須
藤
静
夫
を

残
留
せ
し
め
、
出
発
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、其
際
君
が
難
波
を「
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
」停
車
場
に
見
送
つ
て

呉
れ
た
。

　
其
後
君
は
尼
港
に
行
き
、
不
幸

に
し
て「
パ
ル
チ
ザ
ン
」の
襲
撃
に

遭
遇
し
奮
戦
苦
闘
の
末
、
此
の
激

戦
場
に
於
け
る
我
武
士
道
の
花
と

し
て
壮
烈
な
る
戦
死
を
遂
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。（
下
略
）

　
隊
長
の
思
い
出
話
は
な
お
続
き
、

居
合
わ
せ
た
人
た
ち
の
涙
を
誘
っ

た
と
言
い
ま
す
。
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